
令和２年１０月号掲載 

男女共同参画社会をつくる 

～男女共同参画に関するＱ＆Ａ～ 

 

Ｑ７１  日本の政治分野への女性の参画状況は国際的に見ても遅れており、例えば、衆

議院議員に占める女性の割合は９.９％で、世界１９１か国中１６５位となってい

ます。他国ではクオータ制を導入し女性候補者を５０％と段階的に比率を引き上

げられています。そのクオータ制とはどのようなことか教えて頂きたい。 

    

Ａ７１  「男女の候補者の数ができる限り均等となること」を目指すことを基本原則と

する「政治分野における男女共同参画の推進に関する法律」（平成３０年法律第２

８号）が平成３０年５月２３日に公布・施行されました。内閣府男女共同参画局

では、法律の施行も踏まえ、我が国の政治分野における男女共同参画のための取

組の参考となる情報を得ることを目的として、平成３０年度のイギリス・フラン

ス調査に引き続き、令和元年度は大韓民国（以下「韓国」）、オーストラリア、カ

ナダ、メキシコを対象として取組や動向を調査しました。以下、令和元年度調査

から得られた韓国、オーストラリア、カナダにおける取組を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本稿掲載の女性議員比率及び順位は、列国議会同盟(Inter-Parliamentary Union ; IPU)の“Women 

in national parliament”による 2020 年 2 月 20 日最終閲覧時の下院又は一院制議会の順位。 

 

出典：IPU 及び各国の議会・選挙管理委員会作成資料 

〔 〕内は 2020 年１月時点の値 



１． 韓 国 

韓国では、２０００年より法的候補者クオータ制が導入、順次改正されてお

り、小選挙区・比例代表並立制の選挙制度において、比例代表では５０％以上

クオータが義務化され、奇数順位に女性を配置しなければならないとされてい

ます。小選挙区では３０％クオータが努力義務で規定されています。また、政

治資金法により、政党交付金の１０％を女性発展基金として使用することとさ

れているとともに、各政党が小選挙区に女性候補者を推薦した比率に合わせて

女性候補者推薦補助金が支給されるというインセンティブが設けられています。

小選挙区の全定数の３割を超える女性候補者を擁立した政党があれば、その政

党は満額受給でき、他の政党には支給されません。複数の政党が３割を超えた

場合は、その政党間で規定に応じて配分されます。韓国では地方選挙において

も小選挙区・比例代表並立制を採用しており、小選挙区に３０％の努力義務、

比例代表に５０％の義務規定を設けています。比例代表に関しては基準に満た

ない選挙名簿を受理しない仕組みとなっています。 

 

２. オーストラリア 

      オーストラリアでは、政党による自発的なクオータ制が行われており、労働

党において１９９４年に女性候補者の比率を３５%とする党内クオータを導入

しました。その後、２００２年に４０%、２０１５年に５０%と段階的に比率を

引き上げています。２０１９年には連邦上院においては、議員７６人中３８人

が女性となりパリテ（男女同数）が実現しています。  

 また、労働党系の独立団体であるエミリーズ・リストは、アメリカの団体を

参考に、１９９６年に設立された団体です。（注 Emily とは EarlyMoney Is Like 

Yeast の略語で、（女性候補者に対する）初期のささやかな資金援助は、イース

ト菌のようにパンだねを大きく膨らませて成果を上げることができるという言

葉の頭文字を取っています。）エミリーズ・リストは、支援する候補者に対する



資金調達・援助、政治的・個人的なネットワーク作り、メンターリングやデブ

リーフィング（報告を聞いてもらうこと）等の活動を行っています。メンバー

は現在１,１００人程度で、これまでに２００人以上の女性候補者を当選させて

きました。エミリーズ・リストによって恩恵を受けて当選した議員が、次の女

性を支援するという循環型の構造になっています。 

 

３. カナダ 

カナダでは、政党による自発的なクオータ制が行われており、新民主党が１

９８５年に女性候補者を５０％以上とする目標を掲げ、自由党が２００７年に

女性候補者を３分の１以上にするという目標を掲げています。自由党には、党

内委員会である自由党女性委員会（NWLC）が設けられており、女性候補者のリ

クルート、研修、メンター、財政支援を行っています。 

      また、公選職に女性を増やすことを目的とする超党派の市民団体であるイコ

ール・ボイス（Equal Voice）が２００１年に創立されました。連邦下院の全３

３８選挙区から若い女性を一人ずつ招待し、連邦議会議員の仕事を学んでもら

う「参政権の娘たち」というイベントで有名になり、イベントの参加者で、地

元コミュニティに変化を起こす活動をする女性に対して一人当たり２,０００

カナダドル(１７万２,０００円)の資金提供を行っています。 
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